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学位論文題目
Using ultrasound shear-wave elastography to evaluate the change in the
cervical stiffness during pregnancy (超音波 shear-wave エフストクフフイ
一を用いた妊娠中子宮頸管硬度変化の検討）
【目的】
超音波 sh ea r-w a v eエラストグラフイーを用いて妊娠中子宮頸管硬度の変化を定量 
的に評価すること。また、評価方法を確立すること。
【方法】
当院外来通院中の妊娠1 0 週〜4 0 週の妊婦を対象とした。出血や子宮収縮を伴った 
症例、2 週間以内に入院管理となった症例は除外した。2 8 0症例の妊婦において、526 
回の計測データが解析の対象となった。2 8 0症例のうち、2 5 4症例が単胎妊娠であり、 
2 6 症例は双胎妊娠であった。通常の妊婦健診の際に子宮頸管硬度を超音波 
s h e a r -w a v eエラストグラフイーを用いて測定した。子宮頸管硬度は剪断波の伝播速 
度として得られた（x n /s )。測定箇所は頸管前壁とし、対象領域は直径5 m m の円領 





程式は下部では Y=-0.049X+3.675 (p <  0 .0 5 )で、上部では Y=-0.060X+4.170 (p <
0.05 ) であり、両点において妊娠週数とともに有意な低下を認めた。上部と下部の差 


















































った。外子宮口より15-20minの upper pointが、より変化量が大きく、評価位置と 
して有用であると考えられた。
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1 ) 飪娠 1 0週〜4 0 週の妊婦280症 例 （双胎飪娠2 6症例を含む）において、子宮頸管前 
壁の直径5mmの円領域を対象とし、外子宮口より5-lOnmiを下部、15-20mmを上部とし 
たところ、子宮頸管硬度は剪断波の伝播速度として得ることが可能であった。
2 )  妊娠週数と子宮頸管硬度の一般化推定方程式は下部では Y=-0.049X +  3.675 
(P く 0 .0 5 ) 、上部ではY=-0.060X+4.170 (p く 0. 0 5 ) であり、両点において妊娠週数と
ともに有意な低下を認めた。
3 )  上部と下部の差と妊娠週数から得られた一般化推定方程式はY=.O. 014X十 0.5648 
で、妊娠週数とともに低下を認めた（pく0 .0 5 ) 。
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